
善
徳
寺
建
造
物
の
概
要
と
変
遷

伽
藍
と
建
造
物

城
端
地
区
は
山
田
川
と
池
川
の

二
つ
の
川
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
河
芹
段
丘
上
に
位
置
し
て
お

り
、
南
北
に
長
い
町
域
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
蒋
徳
寺
は
中
央
部
の
西
端
に
東
而
し
て

建
っ
て
い
る
。
山
号
を
「
廓
龍
山
」
と
号
し
、
浄
十
真
宗
寺
院
ら
し
い
橙
内
配
置
を
取
り
、
そ
の

建
紐
人
物
の中
で
、
山
門

•

本
堂

・

鋒
楼

・

太
鼓
楼
の
四
棟
が
富
山
肌
の
布
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る

（平
成
h
年
八
月

一
八
17
指
定
）。

そ
れ
以
外
の
式
台
門

（菊
の
門
）
・
式
台

・
中
式
台

・

台
所
門

・

追
楊
門

（高
桑
門

）
•

新
講
棠

・

対
而
所

・

大
納
言
の
間

・

西
の
古
院

・

北
の
書
院

・

廊
裏
・

御
殿
・
竹
の
間
・
御
広
敷

•

新
御
殿

・

荼
室

（廓
龍
庵
）
・

経
蔵
の

一
七
棟
は
南
砺
市
の
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

建
築
の
歴
史

将
徳
守
は
永
禄
―

一年

（一

在
五
九
）
、
城
端
の
家
族
、
荒
木
大
膳
の
招
聘
を
う
け
て
視
在
地
に

移
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

一
八
世
紀
中
期
に
本
鍬
を
建
て
玖
11

え
る
ま
で
の
細
か
な
建
設
活

動
は
不
明
で
あ
る
。
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
文
献
等
か
ら
、
慶
長
九
年

（
一
，ハ
0
四
）
に
加
質
藩
、
上

前
田
利
長
が
大
納
言
の
間
に
二
泊
し
た
こ
と
や
、
党
永
一

0
年

（一

しハ
一で
1

)

に
御
眠
を
再
興
し

た
、
と
の
記
述
が
見
て
と
れ
る
が
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
早
保

―
]
年

（
一
七
――
六
）
に
描

か
れ
た
「
城
端
町
絵
図
」
(

r

l

l

指
定
文
化
財
）
に
は
、
間

1
五
間
の
建
て
替
え
前
の
本
常
・太
鼓
楼
・

式
台
・
対
血
所

・

大
納
言
の
間

•

最
初
の
庫
衷

・

鐘
楼

＇

台
所
門

・

薬
促
門
形
式
の
山
門
が
描
か

れ
て
い
る

（図
l

)

。

本
噛
は
斑
保
二
年
(

-

L

四
―
-)
に
建
て
替
え
許
iJf
願
が
出
さ
れ
、
延
卓
三
年

（一

じ
四
六
）

か
ら
建
設
が
始
ま

っ
た
。
宝
肝
九
年

（一

じ
五
九
）
に
本
堂
が
卜
棟
し
た
後
は
、
宝
肝

――

一年

（一

七
六

二）

に
節
楼
を
砺
波
郡
島
村

（現
在
の
小
矢
部
市
）
釆
永
寺
に
移
築
し
、
明
和
八

4

（一

七
七

一）

か
ら
新
し
い
鈍
楼
の
建
設
に
着
了
し
た
。
火
明
元
年

(-
七
八

一）

に
錨
楼
が

L

棟
し
た
こ
ろ
に
は
、
飢
饉
の
連
続
や
住
職
の
い
な
い
無
仕
時
代
に
入
る
な
ど
の
忠
条
件
の

111
、
党

政

―
二
年

(-
八

0
0
)
か
ら
山
門
の
建
設
に
取
り
か
か

っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
文
化

―
二
年

（一

八

一
五
）
に
山
門
が
完
成
す
る
と
建
設
活
動
は
し
ば
ら
く
迄
切
れ
て
い
る
な
お
、
以
前
の

山
門
は
、
，閉
和
元
年

（一

八
0

1

)

に
伯
加
村

（現
在
の
砺
波
巾
）
万
幅
寺
へ
移
さ
れ
て
い
る

（富

山
県
指
定
文
化
財
）。

嘉
永
元
年

（一

八
四
八
）
ま
で
餌
仕
状
態
に
あ
っ
た
蒋
徳
寺
で
あ
る
が
、
翌
二
年
、
加
賀
藩
第

―-『
代
藩
す
前
田
斉
泰
の

一
0
男
で
あ
る
売
腐
を
仲
職
に
迎
え
、
加
質
藩
の
援
助
の
下
、
北
側
に

寺
地
を
広
げ
、
式
台
門
や
御
設
、
御
広
敷
な
ど
の
居
住
部
分
を
拡
充
し
た
。
ま
た
、
安
政
元
年

（
一
八
五
四
）
の
述
如
上

人
――
万
0
同
忌
に
向
け
て
祁
裏
の
妍
築
に
芯
工
し
た
。
こ
の
庫
裏
は
安

政
――
年

（
一
八
五
五
）
に
完
成
し
、
入
母
届
尻
根
の
式
台
と
唐
破
風
の
玄
閣
が
つ
い
た
間
1
の
大

き
い
も
の
と
な

っ
た
。
し
か
し
、

二
0
年
程
度
で
台
風
に
よ

っ
て
壊
れ
、
明
治
初
期
に
現
在
の
形

に
改
築
さ
れ
た

完
麿
は
嘉
永
四
年

(-
八
万
一

）
に
四
歳
で
没
し
、

一
七
世
住
職
に
は
本
山
か
ら
厳
高
が
迎
え

ら
れ
た
。
明
治
四
年

(-
八
七

一）

に
は
、
そ
の
厳
高
の
元
へ

加
賀
藩
主
前
田
斉
泰
の
娘
で
あ
る

治
姫
が
許
婚
者
と
し
て
入
芍
し
て
お
り
、
加
賀
藩
と
の
強
い
繋
が
り
は
保
持
し
て
い
た
。
し
か
し
、

明
治
六
年

（一

八
七
一
ー）
、
厳
高
が
死
去
し
、
冶
加
は
東
京
へ
引
移
し
と
な
っ
た
。
以
降
は
、
嘉

水
期
に
形
成
し
た
大
伽
藍
を
継
承
し
つ
つ

、
小
規
校
な
妍
築
や
既
存
建
物
の
改
修
等
を
行

っ
て
お

り
、
明
治
―
―
一
年

(
-
八
八
八
）
に
は
経
蔵
が
上
棟
さ
れ
、
明
治
後
期
に
は
参
拝
者
の
詰
所
，
宿

泊
所
と
な
る
香
部
厄
や
研
修
道
楊
等
の
前
身
が
建
槃
さ
れ
た
。

昭
和
期
に
人
り
、
元
の

「
茶
所
」
の
機
能
を
も
つ

、
現
在
の

「蒋
徳
守
会
館
」
が
建
設
さ
れ

た
。
昭
和
四

0
年
代
に
は
香
部
歴
や
研
修
追
場
も
民
秩
調
の
建
築
に
大
改
修
さ
れ
、
昭
和
九
八
年

（
一
九
八
一―
,)
に
は
宝
物
収
蔵
館
を
建
設
し
た
ほ
か
、
何
皮
か
小
規
校
な
改
修
を
行

っ
て
い
る
が
、

創
建
以
束
一
度
の
火
災
に
も
遭
わ
ず
、
現
在
に
平

っ
て
い
る
。

現
在
は
、
親
府
聖
人
七
九

o
lnl御
遠
忌
，
教
如
上
人
四

0
0
阿
忌
法
要
に
向
け
て
、
本
棠
の
緊

急
姦
災
対
策
巾
業
、
庫
衷

・
台
所
門
の
保
存
修
理
事
業
を
行

っ
て
い
る
。

境
内
配
置
の
変
遷

善
徳
寺
を
構
成
す
る
訊
建
繁
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
半
成
六
介
に
行
わ
れ
た
金
沢
丁
業
大
学
の
上
桓
敦
夫
教
授

（当
時
）
の

「蒋
徳
寺
の
建

槃
物
及
び
絵
図
而
の
調
在
」
が
現
在
も
指
標
と
な

っ
て
い
る
。
各
時
代
の
絵
図
面
の
検
証
と
そ
れ

を
枯
に
し
た
建
築
物
の
調
査
で
あ
り
、
初
め
て
境
内
建
紐
人
物
の
変
遷
を
網
羅
し
た
調
在
で
あ
る
。

今
回
、
こ
れ
に
新
た
に
発
見
し
た
絵
図
や
記
録
賢
料
を
加
え
、
そ
れ
ら
に
各
建
造
物
や
部
屋
等
が

ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
に
よ

っ
て
、
姻
改
築
や
修
復
の
流
れ
を
把
据
し
、
改
め
て
趾
置
の

変
遷
を
ま
と
め
た

（図
6

)

。

使
用
し
た
絵
図
は
九
点
で
、
詳
細
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
問
代
に
よ

っ
て
建
物
や

部
圧
の
呼
称
が
界
な

っ
て
お
り
、
例
え
ば
現
在
の

「庫
衷
」
が
、
絵
図
で
は

「台
所
」
と
な
る
よ

う
な
事
例
が
あ
る
が
、
本
書
で
は
現
在
の
呼
称
を
基
本
と
し
て
記
載
し
た
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主要建築物建築年代 絵図面 絵図面の時期

城端町絵図 享保11年 (1726)

善徳寺境内図（善徳寺絵図） 寛保年間（1741~1743)

1759 本堂上棟 御坊平面図 寛政年間 (1789~1800)

1781 鐘楼上棟 善徳寺境内絵図（配置平面古図） 18世紀末

1801 旧山門譲渡 城端御坊全景図（伝宝暦年中） 推定 (1809~1850)か

1815 山門完成 城端御坊全景図（伝嘉永年中） 嘉永年間 (1848~1853)

1850 式台門完成 御屋根惣絵図（屋根葺替絵図） 安政～文久年間 (1854~1863)

明治初期庫裏改築 善徳寺境内絵図 明治28年 (1895)

1888 経蔵上棟 明治平面図 明治中期以降

表 1 絵図の名称と年代

――`•三ー ，r 図l 「城端町絵図」善徳寺部分拡大

1，戸デ
11， ム ＇
， ．ォニニj

＼ー
I ・,, 

\日\~
~-- I¥ 

図2 明治平面図（今回調査では確認出来なかった）
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本書での掲載

写真図版・図1

口絵

写真図版

口絵

写真図版

口絵

口絵・写真図版

写真図版

図2
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端
町
絵
図
善
徳
寺
境
内
図
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坊
平
面
図
善
徳
寺
境
内
絵
図
城
端
御
坊
全
景
図
城
端
御
坊
全
景
図
御
屋
根
惣
絵
図
善
徳
寺
境
内
絵
図
明
治
平
面
図
現
在

（善
徳
寺
絵
図
）
（寛
政
図
）
（配
置
平
面
古
図
）
（伝
宝
暦
年
中
）
（伝
嘉
永
年
中
）
（屋
根
葺
替
絵
図
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（明
治
28
年
図
写
）
（今
回
は
未
確
認
）
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図4 時期別伽藍配置図 (2) （※各建物 ・部屋の名称は絵図等を元に記入）
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2第二期（宝暦期｝伽藍配置図
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3第三期（寛政期）伽藍配置図
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5第五期（明治期）伽藍配置圏 6善徳寺第六期（大正期）伽藍配置図 7．現状伽藍配置図

図6 境内配置変遷図 o 10 - 50m 
S 1/1500 ．．•新築・増築・改築箇所
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